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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年３月１５日（月） 

午 前  ９時５９分  開 会 

午 前 １１時１７分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  小比類巻 孝 幸 

委  員  下 山 光 義   委  員  奥 本 菜保巳 

委  員  西 村 盛 男   委  員  春 日 洋 子 

委  員  森   三 郎 

副 議 長  瀬 崎 雅 弘 

 

４．欠席委員   委  員  堀   光 雄 

 

５．傍聴議員   議  員  舩 見 昌 功 

 

６．説 明 員   市  長 ほか 

 

７．事務局職員   事務局長  村 井 拓 司   庶務係長  織 笠 信 吾 

主  査  川 嶋 貴 彬   主  査  浪 岡 光 平 

 

８．案  件  議案第１６号から議案第３２号までの計１７件 

 

９．会議概要 

加澤委員長：会議に入る前に御報告いたします。 

 堀委員から、本日の会議を欠席する旨の連絡がありましたので、御了承願います。 

 それでは、本日の会議は定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る３月１２日の本会議において、議案第１６号から議案第３２号まで

の計１７件が付託されております。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 
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 議案第１６号新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第１６号新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の改正に伴い、新型コロナウイル

ス感染症の定義に係る文言を改めるため提案するものであります。 

 議案書の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条から第５条までの改正は、職員の特殊勤務手当に関する条例、三沢市国民健康保

険税条例、三沢市奨学資金貸付条例、三沢市国民健康保険条例及び三沢市介護保険条例の

新型コロナウイルス感染症の定義に係る文言を改めるため提案するものであります。 

 附則第１項につきましては、この条例の施行日を公布の日とし、改正後の条例の適用に

ついては令和３年２月１３日からとするものであります。 

 附則第２項につきましては、運用規定でありますので、説明を省略させていただきま

す。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 議案第１６号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１６号新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定については、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、議案第１７号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第１７号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市塩釜農民研修所の用途をコミュニティ集会施設に変更するため提案

するものであります。 

 議案書の６ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条の表の改正は、新たに設置する塩釜地区コミュニティ集会施設の名称及び位置を

加えるものであります。 
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 附則第１項につきましては、この条例の施行日を令和４年４月１日とするものでありま

す。 

 附則第２項につきましては、三沢市塩釜農民研修所の廃止に伴い、三沢市農民研修所条

例を改正するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

下山委員：おはようございます。 

 質問をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 まず最初に、塩釜農民研修所をコミュニティ集会施設に変更するというふうなことで、

用途の変更ということになっていますけども、この用途、字のごとく使い道だと思うんで

すけども、この点について、すみませんが説明をしていただければと思います。 

松橋経済部参事兼農政課長：変更理由についてお答えいたします。 

 塩釜農民研修所は、昭和５８年に北部地域の農民研修所として建築され、今年で３７年

を経過しております。そのため経年劣化による老朽化が進み、修繕の頻度も増えているこ

とから、バリアフリー化に合わせまして建て直す計画となっております。 

 現在の建物の使用形態は、建築当時の地域の農民研修所としての使われ方から、塩釜町

内の集会施設という形で使われることに変化していることから、建て直しを契機にコミュ

ニティ集会施設へ変更するものであります。 

 以上です。 

下山委員：ありがとうございました。理由については了解いたしました。 

 これに伴って少し教えていただきたいというふうな部分もありまして、質問させていた

だきます。 

 要は、三沢に集会施設と言われるものが全部で５３、その中には一部管理棟も含まれて

いるのもあるんですが、この５３ある集会施設には農民研修所と言われるものと地域集会

所、それから社会福祉センター、コミュニティ集会施設というふうな呼称で呼ばれている

ものがあります。自分たちが幼少期から、地域の集会所というのが公民館だったり集会所

だったり、そういうふうな形だったんですけど、要は使われている目的ですよね。それに

関しては大差ないような感じをしているわけですけども、市のホームページを見ますと、

所管課、所管する課ですよね、それによってその名前が変わっているように思われるんで

すけども、このほかにどういうふうな理由があって名称が変わっているのか、すみませ

ん、ちょっとここは教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

栗原財政課長：お答えいたします。 

 所管課が違うという、使い道としては大体同じような地域の人々が集会的なもので使っ

ているんですけども、建設するときの財源とかが農水省だったりとか厚生労働省だったり

とか、補助金の取扱いによって所管課が変わっているので、名称もちょっと変わったりし

ています。 

 以上です。 

下山委員：ありがとうございました。これは理解させていただきました。 

 こういうふうなコミュニティ施設というのは、やっぱり地域のコミュニティの活動拠点
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だと思いますので、大変大事な施設だと思いますので、これからもよろしくお願いしま

す。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１７号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１８号三沢市手話言語条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第１８号三沢市手話言語条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、手話が聾者にとって重要な言語であるとの認識に基づき、市の責務並びに

市民・事業者等の役割を明らかにし、手話に関する市の基本的施策を推進することによ

り、共生社会の実現に資するため提案するものであります。 

 議案書の８ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、この条例の目的を規定しております。 

 第２条は、この条例において使用する用語の意味を規定しております。 

 第３条は、手話についての理解の促進及び普及のための施策を進める上での基本理念を

規定しております。 

 第４条及び第５条は、この条例の運用に当たっての市の責務並びに市民、聾者、事業者

及び手話通訳者の役割を規定しております。 

 第６条は、市の責務に基づき実施すべき基本的施策を規定しております。 

 第７条は、手話についての理解の推進及びその普及を図るため、児童等に対する手話に

接する機会の提供、市民及び事業者が行う自主的活動への支援措置、及び研修会の開催等

による市職員に対する手話を学習する取組の推進について規定しております。 

 第８条は、手話に関する施策を推進するための財政措置について規定しております。 

 第９条は、委任について規定しております。 

 附則につきましては、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

春日委員：今般、三沢市手話言語条例制定に向けてこのように示されました。ただいまの

御説明でも、大綱的には理解をさせていただきましたけど、これまで三沢市においても手
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話の養成講座、それはマックテレビと広報等でワンポイントの手話、こういう手話に対す

る理解を少しでも進めようという試みをされてきたかと思います。 

 そこで、これまでおよそどのような、手話に対して条例が制定する前からも何かしらで

きることを進められてきたかなというふうに認識しているところであります。そして、さ

らに４月１日、制定を目指しているわけですけれども、このため条例で示して市民の皆様

へ、また、小中学校、制定になるまではどのようなまた取組をなされていくのか。現段階

でどのような構想をお持ちになっているのか、参考にお聞かせいただきたいと思います。 

堀障害福祉課長：ただいまの春日委員の御質問にお答えいたします。 

 手話についての理解の促進及び普及に関するこれまでの取組状況でございますけれど

も、まず小学校での手話教室を学校との協力によりまして行っております。また、春日委

員よりお話のございましたマックテレビでのワンポイント手話教室、また、同じくマック

テレビでは週間手話ニュースを放送しております。 

 また、手話通訳者その他聾者の方の意思の疎通を支援する手話通訳者等の確保・養成及

び派遣のための施策といたしまして、手話奉仕員養成研修事業を毎年実施しております。

また、意思疎通支援事業といたしましては、手話通訳者を障害福祉課に２名設置いたしま

して、手話通訳を必要とする聾者の方々にその依頼に応じて派遣しております。 

 続きまして、今後の取組でございますけれども、今般、手話言語条例の制定に伴いまし

て、さらに市民の方々への手話への理解、また、その普及を促進するための取組といたし

まして、令和３年度におきましては手話言語条例制定記念講演を開催し、市民の方々への

周知に努めたいと考えております。また、条例制定に係る広報パンフレットを製作いたし

まして、毎戸配布したいと考えております。 

 また、小中学校への取組といたしましては、これまでも小学校での手話教室を実施して

おりましたけれども、令和３年度におきましてはさらに実施対象といたします小学校への

手話教室を学校との協力においてさらに回数を増やしていきたいと考えております。もし

くは、ＰＴＡの行事として、児童・保護者を対象とする手話教室、あるいは保育園、幼稚

園等を含めて可能なところで開催してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございました。今後の取組、様々に御検討いただけるということで

承知いたしました。 

 一足飛びには不可能かなと思っているんですけど、一つ思っていることは、それぞれ

が、例えば私でもこれから手話講座等、ワンポイントでも、何かしら日常の挨拶だけでも

身につけたいとか、そういうふうに思っておりますけれども、実際に私たち健常者と手話

を必要とする聾者の方々、スムーズにすぐには身につけてコミュニケーションを図るとい

うことは時間は要するかと思いますけれども、可能であれば数年後でもそういう聾者の

方々、そして私たち市民、また子供たちもそうですけれども、そういうコミュニケーショ

ンを図れる時期においてですけれども、時期を置いてそういう場も必要じゃないのかな、

それが本当の真の共生社会というふうにつながっていくものなのかな。それは手話もそう

ですけれど、例えば英会話等もそうだと思うんですね。現場で、そういう場で、お互いに

会話をする、コミュニケーションを図ることが、よりお互いの理解が深まるものじゃない
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のかなというような、そんな思いを抱いておりましたけど、この点についてはいかがで

しょうか。 

堀障害福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 聾者の方々と健常者の方々のコミュニケーションを図るための取組といたしまして、先

ほど申し上げました手話奉仕員養成講座、そちらのほうは初心者の方でも参加できる入門

編から、その次のステップアップを図るための基礎編ということで、講座のほうを用意し

て開催しております。はじめて手話を習う方におかれましては、手話奉仕員養成講座の入

門編に参加いただければ、簡単な手話から学べるようになっております。 

 そういった取組を重ねながら聾者の方々と交流するための機会でございますけれども、

市内には手話サークルもございます。当課といたしましては、そのような民間の方々で手

話サークルのような取組をされている方々の取組をさらに市民の方々に周知させながら、

例えば来年度予定しております障害者の方々を対象にしたウェブポータルサイトなどで、

そういう民間のサークル活動なども紹介してまいりたいと考えておりますので、そのよう

な取組を通じて聾者の方々と健常者の方々がふだんからコミュニケーションを図り、お互

いを理解し合えるような取組を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございました。よく理解できました。 

 私もアンテナを張って、そういう場にしっかり臨みながら、いつでもコミュニケーショ

ンを図れるような女性の一人になっていきたいと思っております。ありがとうございまし

た。 

奥本委員：おはようございます。質問をさせていただきたいと思います。 

 質問というよりは確認をさせていただきたいというふうになると思うんですけど、今

回、県のほうもこういう手話言語条例等、青森市等どんどん自治体で条例をつくるという

ことが機運が高まっています。そういう中で、取組がすごく熱心にされているというお話

を今伺って、私も三沢市民の一人として、聾者の方々、こういった方々に寄り添う共生社

会を目指す一員として、何ができるのかなということを考えなければならないというふう

に思いました。 

 そこで、県も青森市等もこの条例を制定しているわけですけれども、その制定作業で、

これは確認なんですけど、一番これまで傍聴に来て手話言語条例の制定を一生懸命訴えて

いた聾者の方々、何回もと言えばオーバーかもしれませんが、傍聴に来ていらっしゃいま

した。そういうふうな願いが届いて、その中でこの方たちの願いというのが一番尊重され

なければならないのかなというふうに思います、確かに。 

 青森市とか県とかの条例も参考にされたと思うんですが、その中で当事者の人たちの意

見、これはどのようにこの条例に反映させたのか、そのことを確認をさせていただきたい

と思います。 

堀障害福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 三沢市手話言語条例を検討する過程におきましては、三沢ろう協会並びに青森県手話通

訳問題研究会三沢班の代表の方々と意見交換を重ね、メールのやり取りが１回、あと直接

対面での会議では２回会議をし、意見を聴取し、この条例に反映させております。 
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 また、パブリックコメントでは、市民の聾者の方から意見を聴取いたしまして、この条

例案の検討の過程において参考としております。 

 以上でございます。 

奥本委員：ありがとうございます。 

 当事者の願いがしっかりと入った条例になっているというふうに思いますが、実際に具

体的にこれからいろんな計画をすることによって、この願いが実現になるんだと思いま

す。ぜひ頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第１８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１８号三沢市手話言語条例の制定については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 次に、議案第１９号三沢市衛生センター条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第１９号三沢市衛生センター条例の制定について御説明申し上げま

す。 

 この議案は、令和３年３月３１日をもって十和田地区環境整備事務組合が解散すること

から、市内から排出されるし尿及び浄化槽汚泥を適正に処理し、生活環境の保全及び公衆

衛生の向上を図ることを目的として、三沢市衛生センターを設置するため提案するもので

あります。 

 議案書の１４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、設置目的を規定しております。 

 第２条は、名称及び位置を規定しております。 

 第３条は、三沢市衛生センターの管理について規定しております。 

 第４条及び第５条は、使用者の範囲及び使用の制限について規定しております。 

 第６条は、損害賠償について規定しております。 

 第７条は、委任について規定しております。 

 附則につきましては、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結します。 
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 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第１９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１９号三沢市衛生センター条例の制定については、原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 次に、議案第２０号三沢市し尿等の処理に関する条例の制定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第２０号三沢市し尿等の処理に関する条例の制定について御説明申

し上げます。 

 この議案は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び浄化槽法に基づき、市内から排出

されるし尿及び浄化槽汚泥の処理等に関し必要な事項を定めるため提案するものでありま

す。 

 議案書の１８ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、条例の趣旨を規定しております。 

 第２条から第４条までは、し尿等に係る業者の許可手続等について規定しております。 

 第５条は、業者が事業を廃止または変更等があったときの届出を規定しております。 

 第６条及び第７条は、業者の使用する車両等の検査について規定しております。 

 第８条は、業者に対する事業の停止及び許可の取消しについて規定しております。 

 第９条は、技術管理者の資格について規定しております。 

 第１０条は、許可等の手数料について規定しております。 

 第１１条は、処理実績等の報告について規定しております。 

 第１２条は、委任について規定しております。 

 附則第１項につきましては、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものでありま

す。 

 附則第２項につきましては、十和田地区環境整備事務組合廃棄物の処理及び清掃に関す

る条例の規定によりなされた処分等に関する経過措置について規定するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 
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 議案第２０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２０号三沢市し尿等の処理に関する条例の制定については、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２１号三沢市新産業創造支援センター条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第２１号三沢市新産業創造支援センター条例の制定について御説明

申し上げます。 

 この議案は、新産業創造支援センターを使用できる用途の範囲拡大を図り、持続的な管

理運営体制を構築するため提案するものであります。 

 議案書の２２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、三沢市新産業創造支援センターの設置目的について規定しております。 

 第２条は、センターの名称及び位置を規定しております。 

 第３条は、センターの施設区分について新たに定めるものであります。 

 第４条は、センターを使用することができる者を規定しております。 

 第５条から第９条までは、センターの使用の許可、使用の制限等について規定しており

ます。 

 第１０条から第１３条までは、センターの使用料、使用料の減免、還付等について規定

しております。 

 なお、使用料の額につきましては、２６ページ及び２７ページの別表第１及び別表第２

に規定しておりますが、専用施設、一般施設ともに従来とほぼ同額となっております。 

 第１４条は、センターでの禁止行為について規定しております。 

 第１５条は、市長が管理上必要な場合には立入検査や改善命令ができるように規定して

おります。 

 第１６条は、使用者がその使用を終えたときには原状に回復しなければならないことを

規定しております。 

 第１７条は、損害賠償について規定しております。 

 第１８条は、委任について規定しております。 

 附則第１項は、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものであります。 

 附則第２項につきましては、経過措置について規定しております。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

小比類巻委員：おはようございます。 

 私、小比類巻孝幸、さきの、１２月の議会の一般質問でこの新産業創造支援センターの

活用について質問させていただきました。３か月でこのように迅速に進めていただいて、

本当に感謝しております。よろしくお願いいたします。 

 ２件ほど質問したいんですけれど、まず２２ページの第３条の２項、事業内容を広げる
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ということなんですけれども、さきの一般質問では県のほうの補助金、セッティングの経

緯があるので、県のほうとの調整がつかないと内容を広げられないのだというお話だった

んですけれども、県とはどのようなお話がついて、これはどこまで広げられるという話に

なっているんでしょうか。そこのところをちょっと確認します。 

長根経済部参事兼産業観光課長兼新型コロナウイルス感染症対策支援室室長補佐：ただい

まの県のほうとの確認ということでございます。 

 これは、当初、平成２６年に貸出しのスペースを企業向けの貸出しスペースとして申請

をしておりました。その後、貸出しスペースであれば賃貸スペースみたいな感じだという

ふうに受け止められるということで、それをインキュベーションスペースということで変

更して、その後、平成２８年、その後に契約をしてインキュベーションスペースというこ

とで運用しております。 

 今回のうちのほうで貸出しをする際に、もともとは新しい産業技術を育成するという目

的で県のほうから譲渡を受けておったんですが、今回ＩＣＴの関連の部分は新しい技術の

部分に入らないというか、新しい技術をつくり出すということにはちょっとうちのほうも

疑問があったものですから、それを確認したところ、契約内容とも合わないことはないと

いうことで県のほうから確認は取っております。契約内容のほうもそのままいけるという

ことでございましたので、そのような経緯で私ども一般質問の後に確認を取ってございま

した。 

 以上です。 

小比類巻委員：ありがとうございました。今までの契約内容の中にこのＩＣＴが含まれる

という解釈をしていただいたということでしょうか。はい、ありがとうございます。非常

にいい話だと思います。 

 もう１件だったんですが、これは運用についてで、ちょっと心配なところが１件だけ

あって確認したかったんですけども、２５ページの１４条の、要は次に掲げる行為をして

はならないの第１点目ですね。物品を販売すること。そこはインキュベーションスペース

ですので、販売するんだったら自分でちゃんと店舗を設けてという話だと思うんですが、

情報ですとかソフトウェア、コンピューター１台あれば、その中で店舗を開かないでも非

常に高額なものまでやり取りができる。今はお金も円ではなくてビットコインですとか、

そういう仮想通貨で全部できてしまう。これが物品等を販売することを規制できるのか。

もしくは、そういうことは情報のほうですから、規制するんじゃなくて、目的がこうだか

ら、もしそういうことをやりたいんだったらどんどん相談してくださいという立場にある

のか。ちょっとここを、こういう情報があるとすごく何かトラブルの元になるんじゃない

かなと思うんですけれども、そこのところはちょっとどのようにお考えでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長兼新型コロナウイルス感染症対策支援室室長補佐：ただい

まの物品等を販売する、そのようなトラブルが今後発生する、そのような情報をどうする

んだということだと思います。 

 物品の販売につきましては、今入っているところがＩＴ系関連のところと炭素系の２社

でございます。情報も、実はまだそこまで……。盛れない、その確認をするための対策と

いいますか、それはまだ現在は取っておらないのが実情でございます。 
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 以上です。 

小比類巻委員：これはこれからの運用の心配でしたので、ぜひそういう御検討もしていた

だきながら門戸を広げていただきたい。三沢の産業の拡大のためにしていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２１号三沢市新産業創造支援センター条例の制定については、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２２号三沢市道路条例及び三沢市道路占用料徴収条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第２２号三沢市道路条例及び三沢市道路占用料徴収条例の一部を改

正する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、道路法等の改正に伴い、歩行者利便増進道路に係る規定を設けるととも

に、交通安全施設として自動運行補助施設を新たに加え、及び同施設の道路占用料の額を

定めるため提案するものであります。 

 議案書の３０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条については、三沢市道路条例の一部を改正するものであります。 

 第５条及び第７条の改正は、字句を改めるものであります。 

 第３３条の改正は、交通安全施設として自動運行補助施設を追加し、字句を改めるもの

であります。 

 第３７条の改正は、字句を改めるものであります。 

 第４５条の改正は、道路管理者が指定することが可能となった歩行者利便増進道路につ

いて、その設置に係る基準等を規定するものであります。 

 附則第２項及び別表の改正は、条ずれに伴い、条番号を整理するものであります。 

 第２条については、三沢市道路占用料徴収条例の一部を改正するものであります。 

 別表の改正は、道路条例に加えた自動運行補助施設に係る占用料を規定するものであり

ます。 

 附則第１項につきましては、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものでありま

す。 
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 附則第２項につきましては、経過措置について規定するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。ございませんか。 

下山委員：この説明をまず見させていただきますと、提案理由の中に自動運行補助施設と

いうふうなものがありますけども、説明としまして３０ページの自動運行補助施設、柵、

というふうな形が入っていますが、これについてこのままなのかどうか、ここをちょっと

お伺いしたいと思います。 

吉村建設部参事兼土木課長：すいません。ちょっと質問の内容を確認させてください。そ

のままというのは、どういう……。 

下山委員：すいません。説明不足だったと思います。 

 要は、提案理由の中の自動運行補助施設というこのものは何なんですかという質問でい

いと思います。 

吉村建設部参事兼土木課長：質問にお答えいたします。 

 自動運行補助施設というのは、自動運転の際に、それを誘導するための電線、磁気誘導

線というものとか、それから磁気マーカーというものを道路内に埋め込むというようなこ

とが考えられているそうで、そういったものを道路内に埋める際に、そういった占用、そ

ういったものは可能だよという形で示したものがこの条例となります。 

 以上です。 

下山委員：そのことがこの条例の第２条だとは思うんですが、その中に自動運行装置によ

る検知の対象として設置する銅線その他の線類というふうな説明がありますけども、ここ

の部分が今説明いただいたと思うんですけども、要はそれは自動車の自動運転というのを

考えながらの設置というふうな形でよろしいですかね。 

吉村建設部参事兼土木課長：国のほうで将来的にこういったものが見込まれるということ

での法改正となっております。それに伴って三沢市の条例も改正するという形になりま

す。 

 以上です。 

下山委員：説明であれば、このように将来的なものですし、非常に私たちにとっても便利

になるということですので、よろしくお願いしたいと思います。 

 すいません。ありがとうございます。 

加澤委員長：ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 
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 よって、議案第２２号三沢市道路条例及び三沢市道路占用料徴収条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２３号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第２３号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

 この議案は、消防団員の確保及び処遇の改善を目的として、新たに団員の種類を加え、

報酬の額を改めるとともに、所要の改正を行うため提案するものであります。 

 議案書の３４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第３条の改正は、消防団員に基本団員と機能別団員との種類を設けるものであります。 

 第４条の改正は、消防団員の資格を三沢市に居住しまたは在勤する年齢１８歳以上の者

に改めるものであります。 

 第６条の改正は、機能別団員が資格を有することのできる年齢についての規定を加える

ものであります。 

 第１４条の改正は、基本団員の報酬については年度ごとに支給し、機能別団員の報酬に

ついては職務に従事した日数に応じて報酬を支給する旨を規定するものであります。 

 別表第１の改正は、消防団員の処遇改善を目的に、各階級一律４,０００円の増額とす

るものであります。 

 附則につきましては、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

春日委員：こちらの３４ページの中の条例の文面の中ですね、ただし、懲戒処分を受けて

免職した者には、その年度の報酬は支給しないとございます。これまで懲戒処分を受けた

団員はいらっしゃるのでしょうか。 

浅野消防本部警防課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 これまで懲戒処分を消防団員の方はおられません。 

 以上です。 

春日委員：承知しました。 

 単価が小さいんですけど、このたびは報酬をアップするということで、非常にまたあり

がたい取組だというふうに理解しておりましたけど、こちらの様々職名がございます。消

防団長以下班長までございますけれども、こちらの職名、職員の人選というのはどのよう

な形で決まるのですか。例えば消防団員としての職務の年数、また、しかるべき何かこう

いう任命するようになっているのでしょうか。 

浅野消防本部警防課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 消防団長に関しましては、消防団の推薦に基づいて市長が任命するものであります。そ

の他の役職の方にあっては、消防団員の方は分団長の推薦で団長が任命いたします。ほか

の方も、各分団のほうの推薦で任命になっております。 

 以上でございます。 
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春日委員：承知しました。ありがとうございます。 

 次に、このたびの３.１１東日本大震災から１０年を迎えました。様々繰り返し繰り返

しの当時の震災の状況をテレビ・新聞等で拝見するにつけて、消防団員の皆様の御活躍、

本当にすばらしい。その一方では、職務に邁進し、その内容等、様々な状況、背景がござ

いますけれども、殉職をした、命を落とした消防団員もいらっしゃる。非常につらい思い

でございますけれども、消防団員を新たにまた入団を進めていくということになりますけ

れども、参考に改めてお聞きしたいと思いますけれども、これまで長年消防団員として職

務に従事してきてくださった方々も、また、新たに団員として入団する方々、長かろう

と、また、新しい方であろうと、年々消防団の心得といいますか、ちょっと言葉は合って

ないかもしれませんけれども、消防団員としての心得、また、マニュアル等、基本的なも

のを消防団の方々にはどのようにそのことを認識といいますか、そういうことがなされて

いるのかということをちょっと参考にお聞かせいただきたいと思います。 

浅野消防本部警防課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 消防本部としては、伝承みたいなことはあまりやっていないんですけど、各分団長さん

のほうが入団者の方に御説明して、意気込みとかそういうのを話していると思われます。 

 以上になります。 

春日委員：確認ですけど、ただいまの御説明ですと口頭でお伝えしている。それに加え

て、一人一人確認をする、その点の説明が私はハンドブック等、そのようなものがあるこ

とが望ましいと思いますけれど、再度確認させていただきますけど、そのような形で持っ

ているものはないんでしょうか。 

浅野消防本部警防課長：御質問にお答えします。 

 消防団マニュアル等を作成して各分団に配付しているところであります。 

 以上であります。 

春日委員：ありがとうございます。 

 そのことは、確認ですけれども、それぞれの屯所に置いてある。私は、個人個人が手元

に持って日々そのマニュアルをきちんと確認をしつつきちんと深めていくということが望

ましいというふうに思いますが、ちょっとそこを確認させてください。 

 個人がお持ちでなく屯所にあるものなんでしょうか。 

浅野消防本部警防課長：お答えします。 

 現時点では、屯所のほうに配付していると思います。 

 以上です。 

春日委員：それじゃ、最後に要望です。 

 ぜひ今後、お一人お一人の消防団員がそのことを手元にあって、それこそ研鑽していく

べき、そういうことが自然に今後あらゆるところで、分かっているようで、いざとなった

ときにその現場によっては非常に厳しい選択もあるかもしれません。ですけれども、いつ

起こるか分からない災害に向けて共有意識をしっかり持ち合わせるということが必要では

ないかと思いますけど、最後に今後の取組について今の段階での御見解をお聞かせいただ

きたいと思います。 

浅野消防本部警防課長：今後はプリントアウトして各分団に配付したいと思います。 
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 以上であります。 

下山委員：今回の条例のほうに機能別団員ということで上がってきております。第３条の

第３項ですか、この中に基本団員、全ての消防事務に従事する、機能別団員、特定の消防

事務に従事するというふうな記述がございますけれども、具体的に基本消防団員と機能別

団員、この職務内容、これはどういうふうな形になっているのかお伺いいたします。 

浅野消防本部警防課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 基本団員にあっては、消防事務、出初め式、観閲式、消防大会及び会議など、あらゆる

業務に要する団員になります。機能別団員については、個人の事情に応じて特定の活動の

みに参加する団員で、時間帯を限定した活動や特定の災害種別のみ活動する団員になりま

す。 

 以上になります。 

下山委員：今回、機能別団員ということで、７０歳までのというふうになっています。消

防団員さんですので、やっぱり要は今の基本団員の方、消防団長をはじめ団員、それ以上

に年齢規定というのも存在すると思うんですけども、要は兵隊さんと同じで、あまり高齢

になっては駄目だということでの年齢もあると思いますので、そこもすいません、参考ま

でにちょっとお知らせいただきたいと思います。 

浅野消防本部警防課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 消防団の定年年齢につきましては、消防団長さん、副団長さんは７０歳、分団長、副分

団長さんは６８歳、部長及び班長は６６歳、消防団員に関しては６５歳の定年年齢になっ

ております。 

 以上であります。 

下山委員：ありがとうございます。 

 今回、そういうふうな形のものであれば、団員を終わった人も機能別団員として活躍い

ただけると、団員の職場というふうにも考えられるでしょうから、地域防災のために一生

懸命やっていただきたいと思いますし、まず機能別団員、この方たちも消防団の団員とし

ての充足率には入ってくるんでしょうか。 

浅野消防本部警防課長：確認させてください。充足率って条例定数のことですか。 

下山委員：団員としての主に条例定数のほうです。 

浅野消防本部警防課長：ただいまの御質問にお答えします。 

 機能別団員の方も条例定数に含まれております。 

 以上です。 

下山委員：先日の一般質問の中で、答弁の中に、三沢は県内で一番の充足率であるという

ふうな答えも頂いております。それから、結局、地域防災の要となる消防団ですので、条

例定数の３２０人を目指して、これからも加入促進を強くお願いいたします。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２３号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２４号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結につい

て（野辺地町）を議題といたしますが、議案第２４号から議案第２９号までの６議案は関

連がありますので、一括して審議したいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議がないようですので、議案第２４号から議案第２９号までの６議案を

一括して議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第２４号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締

結について（野辺地町）から議案第２９号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す

る協定の締結について（六ヶ所村）までの６議案につきまして一括して御説明申し上げま

す。 

 これらの議案は、定住自立圏の形成に関する協定について、新たに連携実施する成年後

見制度の利用促進及び医療的ケア児支援のための連携推進に関する取組を加えるため、共

同中心市である三沢市及び十和田市と野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町及び六

ヶ所村の５町１村との間において、それぞれ協定の一部を変更する協定を締結することに

ついて、三沢市議会の議決すべき事件を定める条例により議会の議決を求めるものであり

ます。 

 それでは、議案書の３８ページを御覧いただきたいと思います。 

 野辺地町との協定の一部を変更する協定書について御説明いたします。 

 別表第１、生活機能の強化に係る政策分野の福祉部門に、成年後見制度の利用促進及び

医療的ケア児支援のための連携推進を加えるものであります。 

 以上が野辺地町との協定の一部を変更する協定でありますが、七戸町、六戸町、横浜

町、東北町及び六ヶ所村についても同様の内容となっておりますので、説明は省略させて

いただきます。 

 なお、家庭裁判所管轄等を踏まえ、おいらせ町及び小坂町を除く８市町村において連携

して取り組んでいくこととしております。 

 議案第２４号から議案第２９号までの定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する

協定の締結につきましては、以上となります。よろしくお願いいたします。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

奥本委員：それでは、ちょっと質問させていただきたいと思います。 

 今回、定住自立圏の様々な分野、医療、福祉、地域公共交通、こういう様々な地域での
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取組があったと思うんですが、その中で今回の福祉分野での成年後見制度、それから医療

的ケア児の支援、これは具体的にこの地域連携によってどういうメリットが生まれるの

か、そのことについてお聞きしたいと思います。 

大塚政策調整課長：ただいまの具体的に連携することのメリットということでございます

が、まず成年後見制度のメリットでございますが、こちらは限られた人材、社会的資源と

いうことで、弁護士とか司法書士、社会福祉士というものが各自治体においては確保でき

ないような状況にあります。そのためにこういった専門的人材を広域で活用することがで

きるというのが、まず１点です。それから、市民後見人という養成を圏域で一括して効率

的に行うことが１点。最後に、同一の家庭裁判所の圏域で一体的な対応ができるというこ

とでございます。 

 次に、医療的ケア児におけるメリットなんですけども、こちらはまず医療的ケア児に関

わる圏域でのスパンでの市町村で同一の対応ができるというところが、一つのメリットで

す。二つ目には、医療的ケア児に係る業務が少ない自治体にいても、今後の市町村同士の

取組によって、そのノウハウというものを、まず今後吸収していけるということが二つ目

です。最後には、圏域においてコーディネーターというものが必要になりますので、その

コーディネーターの配置につきましていろいろ検討していくことができるということにな

ります。 

 それとあと、財政的な面におかれましても、特別交付税の措置ということで、圏域で取

り組むことによって財政的メリットがございます。 

 以上でございます。 

奥本委員：ありがとうございました。 

 なかなか成年後見制度とか、それからここにありますように医療的ケア児支援というの

がなかなか進まないといいますか、各地域で、三沢でもそうですし、よく聞くのは、やは

り医療的ケア児という方々をなかなかその体制が整わなくて受け入れられないというよう

なお話も聞きます。そういう部分で、今回の協定によって様々な部分で連携しながら進ん

でいくのかなというふうに、財政的にも交付税措置が取られるということだったので、各

保育所とか、そういう部分でも受け入れやすくなる体制ができるのかなというふうに思う

んですが、ぜひ連携を強化して、三沢市に成年後見人制度が必要な方がいらっしゃいま

す。そういった方々に対応できるようにしっかりとやっていただきたいというふうに思い

ます。 

 これはちょっと関連なんですけれども、これは平成２４年度から定住自立圏というもの

が進められているんですが、どうしても何というんですか、具体的にどのように進んでい

るのかというのが実感としてなくて、医療、福祉、地域公共交通、いろいろとその地域の

ところで合同研修、それから人事交流とか、その辺りが提起されていると思うんですけれ

ども、どういうこれは取組を、この検証、その成果、こういったのはどのように三沢市と

して定住自立圏を進めていく上で取組の成果というものがあるのか、その辺をちょっと教

えていただけないでしょうか。 

大塚政策調整課長：定住自立圏の取組の成果というところをどういったところで考えて

いっているかというところでございますが、まず定住自立圏のビジョンの体系というとこ
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ろで、今現在３２の事業を進めております。この二つの事業を合わせると３４という事業

でございますが、これらは全て作業部会というそういった実際に業務を担っている担当者

から積み上げてきたものを、担当課長会議とかそういったところで年に１回検証している

ところでありまして、さらにそれを地域の有識者と団体等の代表者から成るビジョン懇談

会という場所で年に１回検証を行っております。 

 以上でございます。 

奥本委員：それによって成果というのは、どのように三沢市の場合はあるのか。ちょっと

今お答えできればお聞かせいただければと思います。 

大塚政策調整課長：定住自立圏の事業の成果というところでございますが、このビジョン

を策定するときは、ＫＰＩ、重要業績評価指数というものを組んでおりまして、その目標

をその年度で達成しているかどうかというところを、数字上でビジョン懇談会の中で確認

しております。 

 以上でございます。 

奥本委員：また後でも具体的によく聞きたいと思いますけれども、以前、遠藤議員からも

いろいろこの部分で質問もあったかと思うんですけれども、各自治体で持っている公共施

設等、それを同じ施設が建たないようにというような部分で、そういう部分もあるという

ふうなお話で、遠藤議員のほうからの質問で、例えばこの地域で利用する使用料、これも

やはりその地域一律にするべきじゃないかとか、また、病院のほうもあるんですけれど

も、ＰＥＴが今三沢でありますけれども、そういう部分で今は八戸や県病でもＰＥＴを導

入するという話もあるんです。この上北圏域の中で三沢市が実施しているＰＥＴの健診に

対する助成、こういったものも上十三地域でこれを活用していただくような、東北町とか

野辺地町とか、そういう病院には、十和田もそうですけれども、ＰＥＴはありませんか

ら、そういう部分でそういう健診を受ける際にＰＥＴを活用するには助成金を出すという

ような三沢がやっている事業ですけれども、そういったものも広げていただければと思う

んですが、それについていかがでしょうか。 

大塚政策調整課長：広域でのそういった医療等の、そういった使用・活用ということです

けども、広域である資源ということで、三沢市だけではなく広域で活用していただけるよ

う、そういった協議の場で連携を図っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

加澤委員長：ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２４号から議案第２９号までの６議案は、原案のとおり可決すべきものと決する

ことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２４号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結につ

いて（野辺地町）、議案第２５号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定の

締結について（七戸町）、議案第２６号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する

協定の締結について（六戸町）、議案第２７号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変

更する協定の締結について（横浜町）、議案第２８号定住自立圏の形成に関する協定の一

部を変更する協定の締結について（東北町）、議案第２９号定住自立圏の形成に関する協

定の一部を変更する協定の締結について（六ヶ所村）については、それぞれ原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第３０号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更並びに青森県市町村総合事務組合規

約の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第３０号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の

減少及び青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更並びに青森県市町村総合事

務組合規約の変更について御説明申し上げます。 

 この議案は、青森県市町村総合事務組合の構成団体である十和田地区環境整備事務組合

が令和３年３月３１日をもって解散すること等に伴い、同総合事務組合の構成団体の数を

減少させるとともに、同総合事務組合規約を変更するため提案するものであります。 

 議案書の６２ページを御覧いただきたいと思います。 

 別表第１の変更は、青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体から十和田地区

環境整備事務組合を削るものであります。 

 別表第２の変更は、共同処理をする対象団体から十和田地区環境整備事務組合を削るこ

と及び農業災害補償法の規定に基づき徴収する共済掛金等及び延滞金についての滞納処分

の実施に関する事務を削るものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第３０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び青森県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更並びに青森県市町村総合事務組合

規約の変更については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 次に、議案第３１号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第３１号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について御説明申し上げます。 

 この議案は、青森県市町村職員退職手当組合の構成団体である十和田地区環境整備事務

組合が令和３年３月３１日をもって解散することに伴い、同退職手当組合の構成団体の数

を減少させるとともに、同退職手当組合規約を変更するため提案するものであります。 

 議案書の６４ページを御覧いただきたいと思います。 

 別表第１の変更は、青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体から十和田

地区環境整備事務組合を削るものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第３１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３１号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減

少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更については、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 次に、議案第３２号三沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。 

 当局の説明を願います。 

田面木総務部長：議案第３２号三沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

御説明申し上げます。 

 こちらは、議案その２となります。 

 この議案は、令和３年度から令和５年度までにおける第１号被保険者の介護保険料の年

額を改定するとともに、所要の改正を行う必要があることから提案するものであります。 

 議案書の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条の改正は、介護保険料の適用年度、第１段階から第３段階までの保険料及び第８

段階と第９段階の合計所得金額を改めるものであります。 

 附則第１項につきましては、この条例の施行日を令和３年４月１日とするものでありま

す。 

 附則第２項につきましては、経過措置について規定しております。 
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 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第３２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３２号三沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定については、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時１７分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明   

 


